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Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
共
済
進
発
式
が
３
月
６

日
、
Ｊ
Ａ
本
所
で
あ
り
ま
し
た
。「
ひ
と
・

い
え
・
く
る
ま
・
農
業
」
の
万
全
な
保
障
提

供
を
通
じ
、
組
合
員
や
利
用
者
が
安
心
し
て

暮
ら
す
地
域
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
令
和
８
年
度
は
「
組
合
員
・
利
用
者
と
と

も
に
歩
み
続
け
る
Ｊ
Ａ
共
済
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
３
Ｑ
訪
問
活
動
を

積
極
的
に
展
開
し
、
推
進
総
合
ポ
イ
ン
ト
と

新
契
約
ポ
イ
ン
ト
目
標
の
早
期
達
成
を
目
指

し
ま
す
。

　
春
田
和
則
組
合
長
は
「
組
合
員
を
守
る
の

が
Ｊ
Ａ
の
使
命
。
職
員
と
Ｌ
Ａ
が
一
丸
と
な

り
、
早
期
推
進
に
取
り
組
み
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
共
済
連
鹿
児
島
の
岩
倉
志
朗
副
本
部

長
は
「
Ｌ
Ａ
が
職
員
を
引
っ
張
り
、
今
年
度

の
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
を
決
め
て
欲
し
い
。

共
済
連
も
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

目
標
達
成
へ
一
丸

～
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
Ｌ
Ａ
進
発
式
～

今年度の目標必達を祈願し
ダルマの眼入れをする春田組合長

役職員の心をひとつにして 「ガンバロー！」
～令和８年度役職員決起大会～

　
3
月
14
日
、
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
は
令
和
８
年

度
役
職
員
決
起
大
会
を
Ｊ
Ａ
本
所
で
開
き
、

役
職
員
約
1
7
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
新

年
度
に
入
り
、
全
職
員
が
一
体
と
な
っ
た
事

業
推
進
へ
の
機
運
醸
成
と
、
各
事
業
に
お
け

る
事
業
計
画
へ
の
理
解
を
深
め
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
向
上
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

春
田
和
則
組
合
長
は
「
訪
問
活
動
を
通

じ
、
組
合
員
の
声
を
聴
き
な
が
ら
自
己
改
革

を
す
す
め
、
組
織
が
一
丸
と
な
っ
て
挑
戦
し

て
い
き
た
い
。
こ
の
決
起
大
会
で
役
職
員
が

意
識
を
高
め
、
行
動
に
繋
げ
る
機
会
に
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
特
別
表
彰
も
あ
り
、
昨
年
９
月
に
特
殊
詐

欺
被
害
を
未
然
に
防
い
だ
と
し
て
、
薩
摩
川

内
警
察
署
か
ら
感
謝
状
を
受
け
た
東
郷
支

所
、
昨
年
10
月
開
催
の
「
第
24
回
全
国
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
に
出
場
し
、
銀
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
た
川
内
総
合
支
所
総
務
経
済
課
の

久
木
留
清
冴
さ
ん
、
令
和
７
年
度
農
協
監
査

士
資
格
試
験
に
合
格
し
た
総
務
人
事
課
の
堂

園
和
弥
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
核
人
財
育
成
研
修
を
受
講
し
た
３
人
の

修
了
論
文
発
表
で
は
、
北
新
塾
４
期
生
の
谷

山
成
美
さ
ん
、
鷹
山
塾
17
期
生
の
折
橋
信
昭

さ
ん
、
営
農
版
鷹
山
塾
３
期
生
の
谷
口
康
寛

さ
ん
が
発
表
し
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
の
新
規
採
用
職
員
に
よ
る
２

年
目
へ
の
決
意
表
明
も
あ
り
、
畜
産
指
導
課

の
大
迫
夏
鈴
さ
ん
は
「
あ
っ
と
い
う
間
の
一

年
だ
っ
た
。
２
年
目
は
自
ら
が
考
え
て
行
動

す
る
機
会
を
も
っ
と
増
や
し
て
い
け
た
ら
」

と
決
意
表
明
し
ま
し
た
。

　
畜
産
指
導
課
の
池
山
優
樹
さ
ん
が
「
私
た

ち
役
職
員
の
努
力
は
地
域
の
未
来
を
支
え
て

い
る
。
Ｊ
Ａ
事
業
を
通
じ
、
さ
ら
に
地
域
に

信
頼
さ
れ
、
愛
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
と
な
れ
る
よ

う
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り
た
い
」

と
呼
び
か
け
、
力
強
い
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
で

決
起
大
会
を
締
め
括
り
ま
し
た
。
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最優秀賞
（１点）

鮫島　國親（さつま町）

優秀賞
（5点）

三腰　初二（さつま町）
大野　和博（さつま町）
久木元　佳代子（さつま町）
三腰　修一（さつま町）
市来　栄造（さつま町）

優良賞
（８点）

熊田　義弘（さつま町）
折小野　金一（さつま町）
池ノ上　修（薩摩川内市）
松山　安子（薩摩川内市）
広瀬　勝（薩摩川内市）
上村　定光（薩摩川内市）
田畑　英子（薩摩川内市）
坂元　勇一（薩摩川内市）

薩摩中央家畜市場　2026年3月11日～ 12日
入場頭数 501 頭
売却頭数 493 頭
入 場 売却 最高値 最低値 平均値 平均

体重
kg

単価 前回比

雌 224 216 1,213,300 550,000 821,980 298 2,762 37,084
雄
去 277 277 1,092,300 684,200 920,025 320 2,874 35,520

総平均値 877,068 円　　　
前 回 比 38,583 円　高値
総売上高 432,394,600 円　　　

子牛せり市成績表子牛せり市成績表（税込み）（税込み） 平
均
87
万
7
0
6
8
円

　

薩
摩
中
央
家
畜
市
場
で
3
月
11
日
、
12

日
の
２
日
間
、
子
牛
せ
り
市
が
あ
り
ま

し
た
。
１
頭
あ
た
り
の
平
均
価
格
は
87
万

7
0
6
8
円
で
、
前
回
（
2
月
）
を
3
万

8
5
8
3
円
上
回
り
ま
し
た
。
最
高
値
は

雌
が
1
2
1
万
3
3
0
0
円
、
去
勢
が

1
0
9
万
2
3
0
0
円
で
し
た
。

　
鹿
児
島
県
肉
用
牛
振
興
協
議
会
川
薩
支
部

は
２
月
13
日
、
令
和
７
年
度
肉
用
牛
飼
養
管

理
技
術
向
上
研
修
会
を
薩
摩
中
央
家
畜
市
場

で
開
き
ま
し
た
。
さ
つ
ま
町
、
薩
摩
川
内
市

の
畜
産
農
家
ら
約
２
０
０
人
が
出
席
し
、
技

術
向
上
と
所
得
増
大
に
向
け
た
講
演
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

　
子
牛
育
成
飼
料
給
与
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
に

つ
い
て
の
講
習
や
、
子
牛
の
病
気
予
防
や
事

故
の
現
状
に
つ
い
て
の
講
習
、
県
北
薩
地
域

振
興
局
農
政
普
及
課
に
よ
る
情
報
提
供
も
あ

り
ま
し
た
。

　
J
A
畜
産
部
の
吉
祥
庵
豊
実
次
長
は「
飼

料
価
格
の
高
止
ま
り
な
ど
、
畜
産
農
家
に

と
っ
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
こ
の

研
修
会
を
肉
用
牛
の
飼
養
技
術
向
上
や
所
得

増
大
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

技
術
向
上
で
所
得
増
大
へ

～
肉
用
牛
飼
養
技
術
向
上
研
修
会
～

講習に熱心に耳を傾ける参加者

／　KITASATSUMA　NEWS!!　／
　
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
た
け
の
こ
部
会
は
３
月
５
日
、
Ｊ

Ａ
本
所
で
早
掘
り
タ
ケ
ノ
コ
品
評
会
を
開
き
ま
し

た
。
生
産
者
の
出
荷
技
術
向
上
と
品
質
の
均
一
化
を

目
的
に
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
表
年
の
た
め
、
さ
つ
ま
町
と
薩
摩
川
内
市

か
ら
昨
年
（
16
点
）
の
２
倍
以
上
と
な
る
34
点
が
出

品
さ
れ
、
鮫
島
國
親
さ
ん
（
さ
つ
ま
町
）
の
タ
ケ
ノ

コ
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
審
査
は
２
本
１
組
で
出
品
さ
れ
た
タ
ケ
ノ
コ
を
対

象
に
、
形
状
や
皮
、
え
ぼ
し
、
切
り
口
、
商
品
性
の

５
項
目
を
基
準
に
行
い
、
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞

５
点
、
優
良
賞
８
点
を
決
定
。
審
査
員
は
「
年
間
を

通
じ
た
竹
林
管
理
が
行
き
届
き
、
良
質
な
タ
ケ
ノ
コ

が
揃
っ
て
い
た
」
と
講
評
し
ま
し
た
。

　
木
下
守
部
会
長
は
「
表
年
で
多
く
の
出
品
が
あ
り

良
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
最
盛
期
を
迎
え
る
の
で
、
体

調
管
理
に
気
を
付
け
な
が
ら
収
穫
に
取
り
組
み
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

早
掘
り
タ
ケ
ノ
コ
品
質
競
う

～
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
早
堀
り
タ
ケ
ノ
コ
品
評
会
～

品評会審査結果（敬称略）

34
点
が
出
品
さ
れ
入
念
な
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
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北
薩
地
区
茶
業
振
興
会
総
会
が
２
月
13
日
、
さ

つ
ま
町
で
あ
り
ま
し
た
。

　
令
和
８
年
度
は
、
地
域
連
携
の
も
と
良
質
茶
の

生
産
体
制
を
強
化
し
、
栽
培
管
理
の
徹
底
や
新
品

種
導
入
・
研
修
等
で
生
産
技
術
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
Ｋ
―
Ｇ
Ａ
Ｐ
等
の
第
三
者
認
証
取
得
に

よ
る
安
心
・
安
全
な
茶
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

併
せ
て
首
都
圏
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
や
、
お
い
し
い
お

茶
の
入
れ
方
教
室
な
ど
を
通
じ
て
茶
の
消
費
拡
大

を
目
指
し
ま
す
。

　
令
和
７
年
産
の
一
番
茶
は
高
温
の
影
響
で
生
産

に
苦
慮
し
た
も
の
の
、
茶
市
場
の
取
引
価
格
は
前

年
よ
り
高
く
な
り
、
二
番
茶
以
降
も
高
単
価
の
取

引
が
続
き
今
後
の
安
定
生
産
へ
の
期
待
が
高
ま
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
振
興
会
で
は

良
質
茶
の
生
産
向
上
と
栽
培
管
理
の
徹
底
に
よ
り

産
地
体
制
の
強
化
に
取
り
組
み
、
安
心
・
安
全
な

茶
づ
く
り
と
茶
の
消
費
拡
大
を
図
り
ま
し
た
。

　
領
家
昭
一
会
長
は
「
世
界
的
な
緑
茶
需
要
に
よ

り
、
過
去
に
な
い
高
値
で
推
移
し
た
。
今
後
も
生

産
者
が
自
信
を
持
っ
て
良
質
な
茶
づ
く
り
に
励

み
、
将
来
の
後
継
者
育
成
に
繋
が
る
安
定
し
た
価

格
の
定
着
に
期
待
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
川
薩
、
出
水
地
区
の
代
議
員
や
Ｊ

Ａ
、
行
政
関
係
者
28
人
が
出
席
し
、
事
業
計
画
な

ど
議
案
２
件
を
原
案
通
り
承
認
し
ま
し
た
。

　
昨
年
５
月
に
あ
っ
た
北
薩
地
区
荒
茶
品
評
会
の

表
彰
式
も
あ
り
、
優
等
に
選
ば
れ
た
豊
田
孝
之
さ

ん
（
薩
摩
川
内
市
）
な
ど
入
賞
者
10
人
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
川
内
ゴ
ー
ヤ
ー
部
会
は
２
月
19

日
、
Ｊ
Ａ
樋
脇
支
所
で
令
和
７
年
度
生
産
販
売
反

省
会
と
総
会
を
開
き
ま
し
た
。 

　
令
和
７
年
産
は
、
春
先
の
朝
晩
の
冷
え
込
み
の

影
響
で
、
出
荷
開
始
が
例
年
よ
り
約
２
週
間
遅
れ

ま
し
た
。
５
月
中
旬
の
早
い
梅
雨
入
り
に
よ
り
品

質
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
６
月
下
旬
の
梅

雨
明
け
後
は
樹
勢
・
品
質
と
も
に
回
復
し
ま
し

た
。
７
月
以
降
は
少
雨
高
温
の
影
響
で
生
育
が
早

ま
り
、
出
荷
ピ
ー
ク
は
例
年
よ
り
約
２
週
間
早
く

な
り
ま
し
た
。
８
月
以
降
は
多
雨
と
な
り
出
荷
量

は
や
や
減
少
し
た
も
の
の
、
急
激
な
落
ち
込
み
は

な
く
、
比
較
的
安
定
し
た
出
荷
と
な
り
ま
し
た
。

部
会
で
は
、
植
替
え
に
よ
る
抑
制
栽
培
に
取
り
組

み
、
収
量
確
保
に
努
め
ま
し
た
。 

　
販
売
面
で
は
、
コ
ン
テ
ナ
出
荷
を
中
心
と
し
た

契
約
販
売
を
強
化
し
、
安
定
し
た
販
売
を
実
現
し

ま
し
た
。
全
国
的
な
不
作
に
よ
る
市
場
の
品
薄
感

を
背
景
に
、
単
価
は
シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て
高
値
で

推
移
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
出
荷
量
は
44
・
９

ト
ン
（
前
年
比
１
３
９
・
８
％
）
、
販
売
額
は

２
０
２
２
万
円
（
前
年
比
１
４
２
％
）
と
な
り
、

前
年
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
産
は
、
出
荷
量
45
ト
ン
、
販
売
額

１
９
０
０
万
円
を
目
標
に
掲
げ
、
生
産
対
策
と
し

て
病
害
虫
防
除
や
管
理
作
業
の
徹
底
、
節
成
品
種

へ
の
転
換
、
農
薬
の
安
全
使
用
の
遵
守
に
取
り
組

む
方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
役
員
改
選
で
は
、
部
会
長
に
徳
田
恭
二
さ
ん
、

副
会
長
・
会
計
に
重
松
節
子
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
再

任
し
ま
し
た
。

良
質
茶
の
生
産
体
制
強
化
と
消
費
拡
大
へ

～
北
薩
地
区
茶
業
振
興
会
総
会
～

出
荷
量・販
売
額
と
も
前
年
を
大
き
く
上
回
る

～
川
内
ゴ
ー
ヤ
ー
部
会　

令
和
７
年
度
生
産
販
売
反
省
会・総
会
～

品評会の表彰もありました

役員改選もありました

令和７年産は過去にない高値で推移しました

全国的な不作の中、契約販売で安定的な販売に努めました

／　KITASATSUMA　NEWS!!　／
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農
業
専
門
紙
の
「
日
本
農
業
新
聞
」
で

は
、
全
国
各
地
の
Ｊ
Ａ
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
記

事
や
写
真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か

ら
毎
月
編
集
局
が
審
査
し
、
特
に
優
れ
た
作

品
を
部
門
ご
と
に
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
7
年
10
月
度
は
、
全
国
か
ら
約

6
0
0
0
点
も
の
写
真
が
集
ま
り
、
そ
の
中

か
ら
10
月
16
日
付
の
社
会
面
に
掲
載
さ
れ

た
、
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
の
記
事
「
豊
作
願
い
舞

う　

鹿
児
島
・
さ
つ
ま
町
集
落
の
踊
り
奉

納
」
の
写
真
が
、
月
間
優
秀
写
真
の
部
・
最

優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
写
真
を
撮
影
し
た
の
は
、
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま

経
営
企
画
課
で
記
事
を
取
材
・
送
稿
す
る
特

別
通
信
員
・
長
坂
千
穂
係
長
で
す
。

　
さ
つ
ま
町
中
津
川
区
の
大
石
神
社
で
昨
年

10
月
に
あ
っ
た
秋
季
大
祭
で
奉
納
さ
れ
た

「
金
吾
様
踊
り
」
の
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
舞
い

を
写
真
に
収
め
ま
し
た
。
祭
り
当
日
、
長
坂

係
長
は
8
0
0
枚
を
超
え
る
枚
数
の
写
真
を

撮
り
、
こ
の
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
瞬
間
を
捉
え

た
そ
う
で
す
。

　
長
坂
係
長
は
「
こ
の
『
兵
児
踊
り
』
は
と

て
も
動
き
が
激
し
い
の
で
、
一
瞬
の
表
情
や

動
作
を
写
真
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
。
素
晴
ら
し
い
賞
を
い
た
だ
き
、
と

て
も
う
れ
し
い
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

日
本
農
業
新
聞「
月
間
優
秀
写
真
の
部
」で

最
優
秀
賞
を
受
賞

令和7年10月16日「日本農業新聞」社会面に掲載された写真

【編集局寸評】
　躍動感あふれる１枚が、10月の最優秀写
真です。
　息の合った激しい舞い、跳ね上がった瞬間
を、速いシャッタースピードで写し止めてい
ます。
　舞い手の表情も勇ましく、活力のみなぎる
写真に仕上がっています。
　写真は静止画ですが、「動き」が表現でき
るツールです。一瞬を切り取る写真の醍醐味
ともいえるでしょう。こうした写真がある
と、紙面も賑やかになります。

県北産あきほなみ 令和７年産
米の食味ランキング

　
日
本
穀
物
検
定
協
会
が
2
月
27
日

に
公
表
し
た「
令
和
７
年
産
米
の
食

味
ラ
ン
キ
ン
グ
」で
、鹿
児
島
県
北
産

「
あ
き
ほ
な
み
」が
3
年
連
続
で
最
高

評
価
の「
特
Ａ
」を
獲
得
し
ま
し
た
。

「
特
Ａ
」獲
得
は
今
回
で
11
回
目
で
す
。

　
県
北
産「
あ
き
ほ
な
み
」は
、Ｊ
Ａ

北
さ
つ
ま
管
内
の
伊
佐
市
と
さ
つ
ま

町
で
主
に
栽
培
し
て
い
ま
す
。県
が

開
発
し
た
品
種
で
、出
穂
期
が
遅
い

た
め
高
温
に
よ
る
品
質
低
下
を
受
け

に
く
く
、耐
倒
伏
性
が
高
く
、収
量
性

に
優
れ
て
い
ま
す
。

　
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、良
質
米
の

生
産
拡
大
と
消
費
拡
大
を
目
的
に
昭

和
46
年
産
米
よ
り
毎
年
全
国
規
模
の

代
表
的
な
産
地
品
種
に
つ
い
て
食
味

試
験
を
行
い
、そ
の
結
果
を
ラ
ン
キ

ン
グ
に
し
て
公
表
し
て
い
ま
す
。今

回
対
象
と
な
っ
た
の
は
各
道
府
県
か

ら
選
出
さ
れ
た
１
４
４
産
地
品
種
。

そ
の
う
ち
、特
Ａ
に
格
付
け
さ
れ
た

産
地
銘
柄
数
は
43
で
、昨
年
度
か
ら

4
産
地
品
増
加
し
ま
し
た
。猛
暑
が

続
く
中
で
産
地
の
高
温
対
策
が
功
を

奏
し
、高
温
耐
性
品
種
が
約
６
割
を

占
め
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
九
州
で
は
福
岡
、佐
賀
、長
崎
、大

分
、鹿
児
島
の
５
県
で
６
銘
柄
が
特

Ａ
を
獲
得
。他
に
も「
な
つ
ほ
の
か
」

は
基
準
米
よ
り
良
質
の
Ａ
ラ
ン
ク
を

獲
得
し
ま
し
た
。

令和７年産で特Ａを獲得した品種（九州）
産地 地区 品種名 獲得回数
福岡県 ― 元気つくし 9
佐賀県 ― さがびより 16
佐賀県 ― 夢しずく 7
長崎県 ― にこまる 11
大分県 西部 ひとめぼれ 7
鹿児島県 県北 あきほなみ 11

最高位の「特Ａ」 獲得！
高
温
耐
性
品
種
の
活
躍
が
目
立
ち
ま
し
た
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　2月18日、ＪＡ北さつま女性協さつま支部は、支部長
研修を開催しました。研修では、ＪＡ北さつまの葬祭場
「紫泉閣」と、湧水町にある鹿児島刑務所を視察しまし
た。
　「紫泉閣」では、施設内を見学し、葬祭事業の役割や
設備について理解を深めました。
　鹿児島刑務所では、施設の概要説明を受けた後、構内
や農場を見学。受刑者の生活や作業内容、日々の中で大
変なことなどについて質問する時間も設けられました。
また、刑務所の歴史や沿革、広報活動の取り組み、社会
復帰までの流れについて学び、理解を深める貴重な研修
となりました。

今月の
女性部活動  葬祭施設と刑務所を視察、理解深める

～さつま支部　支部長研修～

　
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
青
壮
年
部
（
さ
つ
ま

地
区
）
は
2
月
28
日
、
鹿
児
島
市
の
農

畜
産
物
直
売
所
「
お
い
ど
ん
市
場
与
次

郎
館
」
で
「
ト
マ
ト
祭
り
」
と
題
し
た

試
食
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
天

候
に
も
恵
ま
れ
て
温
か
く
、
多
く
の
買

い
物
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
ト
マ
ト
生
産
者
の
青
壮
年
部
員
が
中

心
と
な
り
、
さ
つ
ま
町
で
生
産
さ
れ
る

ト
マ
ト
の
Ｐ
Ｒ
販
売
を
し
ま
し
た
。
ま

た
、
部
員
が
栽
培
し
た
野
菜
の
販
売
も

行
い
ま
し
た
。

　
部
員
5
人
が
ト
マ
ト
の
形
を
し
た
手

作
り
の
帽
子
を
被
っ
て
店
頭
に
立
ち
、

そ
れ
ぞ
れ
が
栽
培
し
て
い
る
品
種
の
ト

マ
ト
（
か
れ
ん
・
華
小
町
・
ア
イ
コ
・

り
ん
か
・
レ
オ
ン
）
の
食
べ
比
べ
や
、

ト
マ
ト
の
簡
単
活
用
レ
シ
ピ
の
紹
介
と

し
て
「
ト
マ
ト
味
噌
汁
」
の
試
食
を
行

い
ま
し
た
。
試
食
品
を
手
に
取
っ
た
買

い
物
客
は
「
ト
マ
ト
を
味
噌
汁
に
入
れ

る
と
い
う
発
想
は
な
か
っ
た
。
か
つ
お

だ
し
と
の
相
性
が
と
て
も
よ
く
て
美
味

し
い
。
自
宅
で
も
試
し
て
み
た
い
」
と

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
久
保
薗
貴
政
部
長
は
「
消
費
者
の
声

を
直
接
聴
け
る
貴
重
な
機
会
。
部
員
が

丹
精
込
め
て
育
て
た
ト
マ
ト
を
多
く
の

人
に
食
べ
て
欲
し
い
。
青
壮
年
部
活
動

の
Ｐ
Ｒ
に
も
な
れ
ば
」
と
話
し
ま
し

た
。

青
壮
年
部
員
が
丹
精
込
め
て
育
て
た

ト
マ
ト
な
ど
を
店
頭
で
試
食
販
売

～
お
い
ど
ん
市
場
与
次
郎
館
で
ト
マ
ト
祭
り
を
開
催
～

部員が育てたトマトを店頭で販売しました 品種別の食べ比べや「トマト味噌汁」の試食もありました

／　KITASATSUMA　NEWS!!　／

　
第
18
回
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
青
壮
年
部
ゴ
ル

フ
大
会
が
3
月
10
日
、
薩
摩
川
内
市
の
祁

答
院
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
あ
り
ま
し
た
。
春

の
穏
や
か
な
気
候
の
中
、
参
加
者
は
自
慢

の
シ
ョ
ッ
ト
を
披
露
し
ま
し
た
。
大
会
に

は
青
壮
年
部
員
や
青
壮
年
部
Ｏ
Ｂ
、
関
係

者
ら
10
人
が
参
加
し
、
プ
レ
ー
を
楽
し
み

な
が
ら
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　
18
ホ
ー
ル
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

市
山
貞
篤
さ
ん（
さ
つ
ま
地
区
青
壮
年
部
）

が
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
２
位
は
久
保

薗
貴
政
さ
ん
（
同
）、
3
位
は
諏
訪
昭
作

さ
ん
（
同
）
で
し
た
。
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞

は
市
山
さ
ん
が
獲
得
し
ま
し
た
。

プ
レ
ー
楽
し
み
親
睦
深
め
る

～
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま

青
壮
年
部
ゴ
ル
フ
大
会
～

プレーを通じて親睦を深めました
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／　KITASATSUMA　NEWS!!　／
　
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
で
は
、常
勤
役
員
と
職
員
が
昼

食
を
囲
み
な
が
ら
意
見
交
換
を
行
う「
ざ
っ
く
ば

ラ
ン
チ
」を
、毎
月
３
回
程
度
開
催
し
て
い
ま
す
。

役
員
の
経
営
方
針
や
経
験
を
共
有
す
る
と
と
も

に
、職
場
の
現
状
や
職
員
一
人
ひ
と
り
の
思
い
を

引
き
出
し
、エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
向
上
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
目
的
で
す
。職
員
の
勤
務
地
が
広
範
囲

に
及
ぶ
こ
と
か
ら
、さ
つ
ま・
川
内・
伊
佐
の
３
か

所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
2
月
16
日
に
は
本
所
会
場
で
、さ
つ
ま
地
区
の

支
所
や
金
融
課
、生
産
資
材
課
な
ど
か
ら
８
人
が

参
加
し
ま
し
た
。最
初
は
緊
張
し
た
様
子
で
し
た

が
、次
第
に
会
話
も
弾
み
、業
務
の
話
か
ら
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
な
話
題
ま
で
和
や
か
に
交
流
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
生
産
資
材
課
の
中
島
央
成
さ
ん
は
、

「
役
員
の
経
験
談
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
、貴
重

な
時
間
だ
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

　
薩
摩
川
内
市
東
郷
町
に
あ
る
藤
川
天
神
は
、

学
問
の
神
様
と
し
て
親
し
ま
れ
る
菅
原
道
真
公

を
お
祀
り
す
る
「
菅
原
神
社
」
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

　
境
内
に
は
、
道
真
公
が
植
え
た
一
株
か
ら
繁

茂
し
た
と
い
わ
れ
る
梅
が
約
3
0
0
本
あ
り
、

そ
の
う
ち
の
55
株
が
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
木
の
幹
や
枝
が
地
を
伏
せ
た

姿
が
龍
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
「
臥
龍
梅

（
が
り
ゅ
う
ば
い
）
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
２
月
下
旬
の
温
暖
な
気
候
で
開
花
が

一
気
に
進
み
、
２
月
下
旬
～
３
月
上
旬
頃
ま
で

の
期
間
に
見
頃
を
迎
え
ま
し
た
。
淡
い
ピ
ン
ク

の
花
が
元
気
い
っ
ぱ
い
に
咲
き
誇
り
、
多
く
の

見
物
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

役
員
と
職
員
が
語
り
合
う

「
ざ
っ
く
ば
ラ
ン
チ
」

～
昼
食
を
囲
み
、現
場
の
声
と
経
営
の
思
い
共
有
～

春
の
訪
れ
を
待
つ

梅
の
つ
ぼ
み
た
ち

～
薩
摩
川
内
市
東
郷
町　
藤
川
天
神
の
臥
竜
梅
～

本所会場で開催された「ざっくばランチ」の様子

2月下旬、5分咲きの梅の花
たくさんのつぼみ達がほころぶのを待っていました

生産資材価格高騰対策農家支援について
　ＪＡ北さつまでは、生産資材等の価格が高騰し農家経営が厳しい状況となっていることから、農家の生産コ
ストの負担軽減と持続可能な農業生産と農家所得向上を支援いたします。

子牛用の代用乳を購入した生産者
１袋/20㌔当たり1,000円、１袋/10㌔当たり500円

（令和７年３月～令和８年１月末購入分）

代 用 乳

配合飼料を購入した生産者
購入金額に1.5％を乗じた金額

（令和７年３月～令和８年１月末購入分）

配 合 飼 料

園芸施設用ガスを購入した生産者
１㌔当たり15円

（令和７年３月～令和８年１月末購入分）

園芸用ガス

予約にて園芸施設用燃料（Ａ重油）を購入した生産者
１㍑当たり5円　（令和７年３月～令和７年７月末購入分　･･･ ８月末に口座振込済）
　　　　　　　　  （令和７年８月～令和８年１月末購入分　･･･ ２月末に口座振込済）

Ａ 重 油

〈問い合わせ先〉

・生産資材課
  0996-53-0941
・矢倉配送センター  
0996-27-0184
・伊佐配送センター　
  0995-26-4111
・経済課(燃料・ガス)
  0996-53-2728

※Ａ重油・園芸用ガスの対象者につきましては、２月末に口座振込いたしましたのでご確認ください。

※代用乳・配合飼料の対象者には、３月に口座振込いたしましたのでご確認ください。
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こちら営農情報局!

野菜

伊佐営農センター

長野　勇樹

ゴーヤーの作付について
　ゴーヤー（にがうり）は、近年全国的に知名度が高まり、夏野菜として親し
まれています。生育適温は17～ 28℃と耐暑性があり、比較的育てやすい野
菜です。
　家庭菜園にも適したゴーヤー栽培に、ぜひ挑戦してみませんか？

1. 栽培概要

※基本は棚仕立て栽培とする。
【参考】ハウス栽培
　（定植）2月下旬～ 3月上旬
　（収穫）5月上旬～ 7月上旬

2. 基　肥

3. 排水対策
生育期間が長く、梅雨時期を越すため、水はけ・

排水が良い圃場を選定する。

4. 棚仕立て方法（図①を参照）
2 ～ 3ｍおきに支柱を立て、棚を作る。支柱はモ

ウソウ竹を使用。棚は収穫作業を考慮した高さにし、
きゅうりネットを張る。

《図①》支柱立て

5. 整枝誘引（縦ネット+棚仕立て）
①親づるが網棚（ネット最上部）届くまでは整枝作業
は行わない。

②網棚の下 30㎝までに成長したら、親づるを摘芯し
小づる３～４本（雌花率の良い枝）を残し、それ以
外の棚下の小づるは除去する。

③垂れ下がった側枝、弱い側枝、混み合う側枝は取り
除く。

④雌花率の良い側枝を残して他は整枝するが、整枝は
一度に行うと株が弱るので数日に分けて作業を行
う。

⑤棚の上では、雌花率の落ちる側枝も多数発生するの
で、早目に間引きを行い、棚下に木漏れ日が入るよ
う整枝を行う。

《図②》縦ネット+棚仕立て（真横から見た図）

6. 追肥
1 回目は、着果開始時期に行う。その後は２週間

おきにＮＫＣ３号で１㌃当たり４㎏程度、かん水と
合わせて行う。

7. 摘果・摘葉
病害虫果、奇形果、短小果、黄果、色の薄い果実

は全て摘果する。病害葉や繁茂し重なっている葉は
摘葉する。

8. 敷きわら
梅雨時期以降は、敷きわらを行い、土壌の乾燥防

止に努める。

9. 品質向上
きゅうりネット内にある果実は引き出す。棚上の

葉の間に隠れた果実の引き出しを行う。

10. 台風対策
棚・支柱の補強や防風ネット等で防風垣を作る。

台風襲来が予想される場合には、事前に収穫する。
台風襲来後は直ちに薬剤散布し、排水対策を行う。
【薬剤：ダコニール 1000】

11. 収穫
着果後2～ 3週間程度が収穫の目安。ジュース缶

程度の太さを目安とし、盛夏期は午前８時までに収
穫する。

作　　型 露地栽培
作付時期 ４月下旬～５月上旬

栽植密度 畝幅５ｍ、
株間３ｍ（10㌃あたり 67本）

収穫時期 6月下旬～ 9月下旬
栽培品種 チャンピオン、か交５号

肥料名 基　肥 追　肥
完熟堆肥 300㎏
苦土石灰 12㎏

粒状ヨーリン 2㎏
ＢＢ 555 10㎏
ＮＫＣ 3号 4㎏

（1アールあたり）
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JA 葬祭
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茶の生産者が取り組む「お知らせ旗」について

「お知らせ旗」の取り組みが、他品目にも拡大・波及し、地域一体となった「信頼される産地づくり」につながることを
期待します。
お問い合わせは、ＪＡ北さつま生産販売課（0996-53-1387）・川内営農センター（0996-27-0172）まで

●「お知らせ旗」とは？
　「お知らせ旗」とは、鹿児島県内の茶生産者で組織する鹿児島県茶生産協会の取り組みで、令和3
年度から県下一斉に取り組んでいますが、黄色の「お知らせ旗」を設置することで、「収穫直前」
であることを知らせ、農薬の飛散防止対策に努めるものです。
　農薬の飛散防止対策は、農薬散布する前に地域の住民や農
業者同士の連絡を密にしておくことが重要です。この「お知
らせ旗」はコミュニケーション手法の一環として実施します
ので、皆様方のご理解とご協力を宜しくお願い致します。

開 始 時 期 令和8年一番茶（3月下旬頃）から

取 組 の 概 要

黄色の「お知らせ旗」を、収穫10日前から収穫が終
わるまで茶園に設置して「収穫直前」であることを
お知らせします。

防除する際は、風向きに留意するなど農薬の飛散
防止にご協力ください。

　農業で自立を目指す就農意欲の高い方を対象に、担い手農家の育成を目
的とした農業研修生を募集します。

研修期間 研修開始から１年以上、２ヵ年以内

応募資格
・60歳以下で地域の担い手農家を目指す方
・研修期間中、薩摩川内市に住所を有する方
・研修終了後も薩摩川内市に５年以上居住し、就農できる方

募集定員 若干名

応募締切 随時受付中（まずはお問い合わせください）

「農業で生きる。」その一歩を、薩摩川内市で。

あなたの挑戦を応援します！

お問い合せ先 公益社団法人　薩摩川内市農業公社（薩摩川内市東郷町斧渕7000番地）
ＴＥＬ：０９９６－４２－１８８０
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◆
最
近
は
何
も
か
も
ス
マ
ホ
で

申
請
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
税

務
署
に
申
請
用
紙
を
も
ら
い
に

行
っ
た
ら
「
ス
マ
ホ
で
申
請
す

る
と
簡
単
で
す
よ
」
と
、
操
作

の
説
明
書
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
･
･
･
誰
か
が
教
え
て
く
れ

る
と
簡
単
に
出
来
る
の
か
も

な
ぁ
･
･
･
と
思
う
今
日
こ
の

頃
で
す
。

　
さ
つ
ま
町　
73
歳
・
男
性

◆
シ
イ
タ
ケ
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。
最
近
は
雨
が
降
ら
ず
乾
燥

し
て
し
ま
い
、
な
か
な
か
大
き

く
な
り
ま
せ
ん
。
小
さ
い
赤

ち
ゃ
ん
シ
イ
タ
ケ
が
た
く
さ
ん

出
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
高

温
と
降
雨
が
重
な
る
と
大
変
な

こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

　
薩
摩
川
内
市　
68
歳
・
男
性

◆
シ
イ
タ
ケ
栽
培
用
の
ク
ヌ
ギ

の
木
を
運
ぶ
の
を
、
林
内
車
が

運
転
で
き
る
人
に
お
願
い
し
ま

し
た
。
お
礼
に
保
温
ポ
ッ
ト
に

入
れ
た
温
か
い
お
茶
を
出
す
と
、

最
近
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
お
茶

ば
か
り
で
、
温
か
い
お
茶
を
飲

む
の
は
久
し
ぶ
り
だ
と
喜
ば
れ

ま
し
た
。
ポ
ッ
ト
に
入
れ
て
持

ち
歩
く
の
は
重
く
て
大
変
で
し

た
が
、
寒
い
山
で
飲
む
温
か
い

お
茶
を
と
て
も
喜
ん
で
も
ら
え

て
、
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
伊
佐
市　
70
歳
・
女
性

◆
２
月
号
表
紙
の
黒
牛
に
ビ
ッ

ク
リ
し
ま
し
た
。
私
の
父
も
昔
、

黒
毛
和
種
の
牛
を
飼
っ
て
い
ま

し
た
。
子
牛
が
産
ま
れ
る
と
、

乳
を
飲
む
ま
で
つ
き
っ
き
り
で

様
子
を
見
て
い
た
父
。
自
分
の

子
ど
も
の
よ
う
に
可
愛
が
っ
て

い
た
父
。
懐
か
し
い
光
景
で
す
。

そ
ん
な
父
が
大
好
き
で
す
。

　
伊
佐
市　
61
歳
・
女
性

◆
昨
年
は
米
が
ビ
ッ
ク
リ
す
る

ほ
ど
高
く
で
売
れ
て
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
こ
ん
な
に
高
値
で
売

れ
た
の
は
初
め
て
で
し
た
。
肥

料
の
値
段
が
上
が
っ
て
大
変
で

す
が
、
こ
れ
を
励
み
に
頑
張
り

た
い
で
す
。
い
つ
ま
で
続
け

ら
れ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が

･
･
･
。

　
伊
佐
市　
80
歳
・
女
性

◆
毎
日
寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、

今
か
ら
温
か
く
な
る
の
が
楽
し

み
で
す
。
梅
の
花
も
ほ
こ
ろ
び
、

今
年
は
梅
の
実
が
た
く
さ
ん
で

き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
か
ら
梅
干
し
を
作
る
の
が
楽

し
み
で
す
。

　
薩
摩
川
内
市　
77
歳
・
女
性

いつもお便り
ありがとうございます！

JA 北さつまのインスタグラムはじめました！
お得な情報や
旬な情報を
タイムリーに
お届けします♪

フォロー・いいね
お願いします♪

引っ越しなどで住所が変更になったり、ご利用するAコープの店舗が変わられた
お客様は、LINEから JADDOカード登録内容の変更ができます。

こんにちはこんにちはAコープAコープです!です!
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二重マスの文字をA～Eの順
に並べてできる言葉は何で
しょうか？

■ヨコのカギ ■タテのカギ
1
3
6
7
8
10
14
16

18
19
20

1
2
3

4
5
7
9
11

12
13

15
16
17

ナノハナと呼ばれることもあります
――は流流仕上げを御覧じろ
若いメンドリが生んだものには二つ
入っていることも
桜が咲く時期ならではのレジャー
竿や糸、針を使って楽しみます
津軽、関門、ドーバーといえば
セロリやミツバは――科の野菜です
うわ、服にコーヒーの――がつい
ちゃった
北口榛花選手の専門種目
お金を入れます。春に買うと「お金で
張る」から縁起がいいそうです
――転換しようと散歩に出た
田植えに向けて育てます
酔っぱらって巻く人もいます

潮干狩りでよくとれる二枚貝
ガソリンは――性の高い液体です
海に浮かべて目印にします
ゴロゴロゴロ…ピカッ!
工事が終わり建物が完成すること
相撲を取る人のこと
連載ではありません
伊勢神宮は――と外宮に分かれてい
ます
白神山地を象徴する木
トランプのJ、Q、Kのこと
唱歌「春の小川」に出てくる花

①答え
②郵便番号
③住所
④氏名
⑤年齢
⑥意見・感想

895-1811
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
虎
居
７
４
５

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
経
営
企
画
課

「
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
」係

郵便はがきに①答え②郵便番号③住所
④氏名⑤年齢⑥意見・感想などを記入
し、左記の宛先まで送ってください。正
解者の中から抽選で10名の方に粗品
をプレゼントします。
締切は令和8年4月30日（木）です。
（提供いただいた個人情報については、
プレゼント発送以外の目的には使用い
たしません）

応募方法

2月号当選者発表 ３月号の解答

当選者は5月号で発表します。
※当選者プレゼントは4月中旬頃に発送します。

　2月号「パズル？頭の体操」当選
者は次の方々に決まりました。お
めでとうございます。

▽竹牟禮美佐子さん

▽轟原　益美さん

▽貴島　恵子さん

▽鞘脇　美知子さん

▽奥　珠美さん

▽大野　ひづるさん

▽橋口　ヒロさん

▽朝隈　裕子さん

▽谷村　福子さん

▽岡本　久美枝さん

理事会だより
第12回理事会を2月27日（金）に開きました。次の
事項について協議し、すべて承認されました。
【議　案】
①令和７年度１月末　実績検討について
②生産資材価格高騰対策農家支援策および肉牛
出荷登録農家肥育出荷対策について

③年度末賞与の支給について
④令和８年度　事業収支計画について
⑤令和８年度　内部監査計画について
⑥学識経験役員（理事・監事）および員外監事の推
薦について

⑦令和８年度　ＪＡ北さつま職員採用方針について
⑧職員給与規程の一部変更について
⑨旅費規程の一部変更について
⑩役職定年の延長について
⑪令和８年度　固定資産取得計画書について
⑫組合と理事との契約について
⑬令和８年度　信用供与等の最高限度額の設定について

まちがいさがし

答え 
1…………窓の形が違う 
3…………チョウの向きが違う 
7…………帽子にリボンが付いていない 
9…………タンポポがチューリップになっている 
11…………女の子の口の形が違う

？？
上のイラストには下のイラストと違う部分が5カ
所あります。間違っている部分を左下の枠内の
数字で探しましょう。

チ ラ シ ズ シ
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編
集
・
発
行
／
北
さ
つ
ま
農
業
協
同
組
合
・
経
営
企
画
課

鹿
児
島
県
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
虎
居
７
４
５
番
地

電
話
 ０
９
９
６
（
５
３
）
１
１
２
１
（
代
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
h
ttp
://w

w
w
.ja
-k
ita
sa
tsu
m
a
.o
r.jp
/

四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
は
幸
福
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
４
枚
の
葉
は

さ
つ
ま
川
内
・
さ
つ
ま
・
伊
佐
と
組
合
員
の
絆
を
イ
メ
ー
ジ
。

Ｊ
Ａ
と
の
つ
な
が
り
で
多
く
の
方
々
に
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
の
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

A
pril. 2026

く
ろ
ー
ば
ー

く
ろ
ー
ば
ー
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